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「2021年ピンクシャツデー」        
光永尚生（日本 YMCA 同盟）   

2007 年、カナダ・ノバスコシア州のハイスクー

ルで、9 年生（中学 3 年生）の男子生徒がピンク色

のポロシャツを着て登校し、ホモセクシャルだとから

かわれ暴行を受けました。その出来事を聞いた上級生

のデイヴィッド氏とトラヴィス氏。12 年生（高校 3

年生）の彼らが、「いじめなんて、もう、うんざり

だ！」「アクションを起こそう！」と決意。放課後、

ディスカウントストアで 75 枚のピンク色のシャツや

タンクトップを買い、そしてその夜、学校の BBS 掲

示板やメール等を通じてクラスメートたちに「明日、

一緒に学校でピンクシャツを着よう」と呼びかけまし

た。翌朝、ふたりはピンク色のシャツやタンクトップ

を入れたビニール袋を手に登校しました。学校につい

て校門で配りはじめようとしたふたりの目に映った光

景…それはピンクシャツを着た生徒たちが次々と登校

してくる姿でした。ピンクシャツが用意できなかった

生徒たちは、リストバンドやリボンなど、ピンク色の

小物を身につけて登校してきました。頭から爪先ま

で、全身にピンク色をまとった生徒もいました。ふた

りの意思は一夜のうちに広まっていたのです。ふたり

が呼びかけた人数より遥か多く、数百人もの生徒たち

がピンクシャツやピンク色のものを身につけ登校して

きたことで、その日、学校中がピンク色に染まりまし

た。いじめられた生徒は、ピンク色を身につけた生徒

たちであふれる学校の様子を見て、安堵の表情を浮か

べ、以来、その学校でいじめを聞くことはなくなりま

した。（２頁に続く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒135-0016  江 東区 東陽 2-2-20 東京 YMCA 東陽 町 ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ内  ℡03-3615-5565   

国際会長：Jacob Kristensen(ﾃﾞﾝﾏｰｸ) 主題:「命の川を信じよう」 

アジア太平洋地域会長：David Lusa(ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ) 主題:「変化をもたらそう」 

東日本区理事：板村哲也(東京武蔵野多摩) 主題:「変化をたのしもう！」 

関東東部部長：柿沼敬喜(東京ｸﾞﾘｰﾝ) 主題:「学びと親睦を糧に外へ向かおう！」 

東京ひがしクラブ会長：須田哲史 主題:「持続可能な未来を創ろう」 

             

 
          ～明るく楽しい未来を創ろう～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スマイル 

 

１１月 8､000 円 

 

 累計 35,000 円 

 

１月例会 

出席者         9 名  ｹﾞｽﾄ 1 名 

会員出席数     8 名  

在籍数        15 名  

（広義会員１名） 

  

ひがし会員出席率 ５７ ％  

 

THE Y’S MEN’S CLUB OF 

TOKYO HIGASHI 
CHARTERED 1988 

強調月間 

2020-2021 年度役員 

会 長  須田哲史 

副会長  高野真治 

書 記  金丸満雄 

会 計   千代一郎 

担当主事 沖 利柯 

 

２月例会(zoom) 
 

と き 20２1 年２月 10 日(水) 

    18:30～20:00 

※Zoom によるリモート例会。 

 

    ゲストスピーチ 

     「2021 年ピンクシャツデー」 

      光永尚生氏（日本 YMCA 同盟） 

 

✞今月の聖句✞ 

『あなたがたの父が憐れみ深いように、あなた 

がたも憐れみ深い者となりなさい』 

－ルカによる福音書 第６章３６節－ 

 

強調月間：TOF=Time of Fast(断食の時) 

国際・交流事業主任 米長晴信（甲府 21） 

2 月は、断食の時（TOF）の強調月間です。例会などで、

食事を摂ったと見なしてその分の食費を寄付に当てると

いう制度です。緊急事態宣言発令下で多くのクラブが例会

を中止、あるいはリモート開催されておられると思います

が、TOF で献金を集めるという部分に絞ると、不幸中の

幸い、多くのクラブが目標を達成するためにはいい環境で

はないでしょうか。コロナで活動が不自由な分、TOF の

文字を目に浮かべてご協力をしていただければ幸いです。

なにとぞよろしくお願いいたします。 

（理事通信2月号より） 



ＹＭＣＡニュース 

担当主事 沖 利柯 

 

▼ピンクシャツデー 

2007 年カナダの学生二人から始まったいじめ反対運動

です。ＹＭＣＡでは 2 月の最終水曜日をピンクシャツデーと

し、いじめについて考え、いじめられている人と連帯する一

日としています。だた、これは一日だけのことではなく、い

じめは「やられた人が心身の苦痛を感じること。」この基本認

識を常日頃から心に留めていることが大切です。皆様もご一

緒に考えるときとしていただければ幸いです。 

▼第 3 回フードパントリー 

2 月 27 日に第３回フードパントリーを開催致します。ご

家庭に眠っている食品（消費期限 5 月までが望ましい）があ

りましたら、量の多少に関わらずご寄付いただければ幸いで

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

▼今後の主な行事 

・「ソシアス 2020」 2 月 11 日 

テーマ：「今、私たちにできること」   

・「第 21 回日本ＹＭＣＡ大会」2 月 23 日  

  基調講演：関田寛雄氏 

（日本基督教団神奈川教区巡回牧師）  

・「東日本大震災 10 周年礼拝」 3 月 6 日   

  説教：飯岡洋介氏（成増キリスト教会牧師）  

・東日本大震災 10 周年「福島パネル展」 

  3 月 1 日～6 日 会場：東陽町センター 

 

 

これは、カナダでの実話ですが、YMCA は、ピン

クシャツデーを通して、「お互いの違いを認め合え

る、ポジティブネットのある、豊かな社会創り」を目

指して、この活動を、全国の YMCA、ワイズメンズ

クラブ、地域の皆さんと推進しています。 

 

 

 1 月 14 日（木）、緊急事態宣言発出により１月例会も

ZOOM 例会となった。19 時須田会長のあいさつで開会。出

席メンバー7 名とゲストより、それぞれの近況と連絡事項の

報告のあと、フリートークを行い終了した。ZOOM 参加がで

きないメンバーは携帯による声だけの出席もあり、対面でき

る例会が来る日を待ち望む例会でした。 

 緊急事態宣言が延長され、クラブのＣＳ・Y サ事業（下町

こどもダイニング、陽春の集い、ピースウォーク等）が中止

となり、まだまだ辛抱する日が続きそうです。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

 

 東陽町農園収穫の後は、ミニ花壇に変身し色とりどりの花

が咲いて、通る人たちが歩を止めて目を細めています。 

 ４月からは野菜作りに変わり、収穫した野菜はこどもダイ

ニングの食材提供となります。 

 

  

★今月の誕生日 

野本多美子さん(１日)     

千代一郎さん(6 日) 

❤今月の結婚記念日 

     斉藤隆廣ご夫妻(1２日) 

 

   

1 月例会（ZOOM） 
 


